
　　　　
「
自
学
創
造
」。
安
田
学
園
の
教
育

理
念
は
、
自
ら
考
え
学
び
、
創
造
的

学
力
と
人
間
力
を
身
に
つ
け
、
21
世

紀
の
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
に
貢
献
す
る

人
材
を
育
て
る
こ
と
で
す
。

「
創
立
は
大
正
12
年
。
安
田
財
閥
の

総
帥
と
し
て
金
融
・
経
済
の
礎
を
築

き
、
日
本
の
近
代
化
に
尽
力
し
た
安

田
善
次
郎
の
衣
鉢
を
継
ぐ
学
び
舎
で

す
。
校
訓
に
誠
実
・
明
朗
・
奉
仕
を

掲
げ
、
実
学
を
も
っ
て
実
業
界
の
発

展
を
担
う
、
多
く
の
有
為
な
人
物
を

輩
出
し
て
き
ま
し
た
」
と
、
稲
村
隆

雄
校
長
は
語
り
ま
す
。

　

根
底
に
あ
る
の
は
豊
か
な
「
人
間

力
」
の
涵
養
で
し
ょ
う
。
週
１
回
の

道
徳
の
時
間
は
安
田
善
次
郎
を
モ
デ

ル
と
し
た
『
生
き
方
の
探
究
』
を
副

読
本
に
自
ら
を
省
察
。
そ
こ
で
育
ま

れ
る
自
己
肯
定
感
と
自
律
、
他
者
と

の
共
生
、
利
他
の
精
神
は
、
学
校
生

活
を
照
ら
す
道
標
と
な
り
ま
す
。

「
本
校
は
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
発
達

段
階
に
応
じ
た
き
め
細
か
な
教
育
に

定
評
が
あ
り
ま
す
。
６
年
間
を
２
学

年
ず
つ
３
ス
テ
ー
ジ
制
と
し
、Ⅰ
で

学
習
習
慣
の
定
着
、Ⅱ
は
学
習
課
題

の
分
析
と
検
証
。Ⅲ
で
は
探
究
的
学

び
を
深
め
、
国
際
社
会
や
将
来
へ
の

視
座
を
獲
得
し
ま
す
」（
稲
村
）。

　

そ
れ
を
勉
学
面
で
具
現
化
し
た
の

が
「
学
び
力
伸
長
シ
ス
テ
ム
（
１
〜

５
年
２
学
期
）」
と
「
進
学
力
伸
長

シ
ス
テ
ム
（
５
年
３
学
期
〜
卒
業
）」

で
す
。
前
者
は
基
礎
学
力
定
着
の
た

め
週
４
回
の
英
数
チ
ェ
ッ
ク
テ
ス
ト
、

年
５
回
の
定
期
テ
ス
ト
、
年
２
回
の

到
達
度
テ
ス
ト
、
中
学
集
大
成
テ
ス

ト
を
設
定
。
定
期
テ
ス
ト
前
に
は
学

習
計
画
を
立
案
・
実
行
す
る
「
独
習

ウ
イ
ー
ク
」
を
、
テ
ス
ト
後
は
結
果

を
踏
ま
え
長
期
休
暇
の
学
習
課
題
を

考
え
る
「
独
習
デ
ー
」
を
設
け
、
生

徒
を
支
援
す
る
の
だ
そ
う
。

　

教
頭
の
土
屋
道
明
教
諭
は
「
チ
ェ

ッ
ク
テ
ス
ト
の
基
準
点
が
満
た
な
い

生
徒
に
は
担
当
教
員
に
よ
る
放
課
後

補
習
、
自
習
室
に
は
卒
業
生
チ
ュ
ー

タ
ー
が
詰
め
、
生
徒
の
質
問
に
答
え

ま
す
。
長
期
休
暇
は
学
力
に
応
じ
た

講
習
が
ず
ら
り
」
と
解
説
。
生
徒
全

員
が
「
ス
コ
ラ
手
帳
」
を
持
ち
、
学

習
計
画
や
勉
強
法
の
相
談
な
ど
を
書

き
、
担
任
と
共
有
し
ま
す
。

　

一
方
、
進
学
力
伸
長
シ
ス
テ
ム
は

進
路
実
現
に
向
け
、
難
関
大
学
入
試

対
策
に
特
化
。
授
業
に
加
え
放
課
後

進
学
講
座
、
共
通
テ
ス
ト
模
試
演
習
、

進
学
合
宿
、
夏
期
・
冬
期
講
習
、
入

試
直
前
ゼ
ミ
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
。

「
学
校
完
結
型
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
す

べ
て
本
校
教
員
が
講
座
を
担
当
。
ス

テ
ー
ジ
毎
に
統
括
主
幹
以
下
、
ス
テ

ー
ジ
主
任
、
学
年
主
任
、
担
任
、
教

科
担
当
が
生
徒
の
情
報
を
共
有
し
て

い
る
の
で
、
個
々
の
実
力
に
応
じ
た

指
導
が
可
能
で
す
」（
土
屋
）

　

受
講
に
特
別
な
費
用
は
不
要
で
、

自
習
室
は
20
時
ま
で
オ
ー
プ
ン
。
原

則
、
塾
へ
通
う
必
要
が
な
く
保
護
者

に
も
好
評
だ
と
い
い
ま
す
。

「
そ
の
成
果
が
実
を
結
び
、
進
学
実

績
が
着
実
に
伸
び
て
い
ま
す
。
城
東

エ
リ
ア
で
は
都
立
両
国
高
校
と
比
肩

し
、
国
公
立
大
学
合
格
が
２
０
２
５

年
は
67
名
と
い
ず
れ
３
桁
を
狙
う
位

置
に
。
早
慶
上
智
レ
ベ
ル
は
１
２
５

名
、Ｇ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
Ｈ
レ
ベ
ル
は
３
４

２
名
。
医
療
・
工
学
系
も
増
え
、〝
リ

ケ
ジ
ョ
〞
も
活
躍
中
」（
稲
村
）

　　　　

安
田
学
園
の
人
気
の
秘
訣
は
、
き

め
細
か
な
教
育
に
加
え
、
論
理
的
思

考
力
を
鍛
え
る
探
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

充
実
に
も
あ
り
ま
す
。
様
々
な
教
科

で
「
観
察
⬇
疑
問
⬇
仮
説
⬇
検
証
⬇

考
察
」
の
探
究
サ
イ
ク
ル
を
取
り
入

れ
て
い
ま
す
。
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

主
体
の
授
業
で
、
生
徒
の
知
的
好
奇

心
と
創
造
力
、
表
現
力
を
活
性
化
し

て
い
ま
す
。

「
１
年
生
の
『
一
番
飛
ぶ
飛
行
機
選

手
権
』
は
、
試
行
錯
誤
の
中
で
自
然

科
学
の
楽
し
さ
と
出
会
え
ま
す
。
２

年
生
は
新
潟
県
十
日
町
を
訪
ね
、

『
ト
キ
の
生
態
』
研
究
。
佐
渡
に
営

巣
す
る
ト
キ
が
な
ぜ
十
日
町
に
定
住

し
な
い
の
か
、
天
敵
や
エ
サ
を
観
察

し
な
が
ら
検
証
し
ま
す
」（
土
屋
）

　

４
・
５
年
生
は
個
人
の
問
題
意
識

を
発
展
さ
せ
、
ゼ
ミ
形
式
で
専
門
性

を
深
め
論
文
に
ま
と
め
ま
す
。

「
当
地
墨
田
区
は
千
葉
大
学
と
教
育

地
域
連
携
を
行
っ
て
お
り
、
ゼ
ミ
で

『
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
』
を
課
題
と
す
る

生
徒
は
、
教
授
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を

得
ら
れ
ま
し
た
」（
稲
村
）

　

安
田
学
園
の
科
学
的
思
考
力
は
部

活
で
も
遺
憾
な
く
発
揮
さ
れ
、
生
物

部
は
屋
上
で
飼
育
す
る
ミ
ツ
バ
チ
の

生
態
を
研
究
。
国
際
学
生
科
学
技
術

フ
ェ
ア
（
Ｉ
Ｓ
Ｅ
Ｆ
）
に
日
本
代
表

と
し
て
連
続
招
待
を
受
け
て
い
ま
す
。

　　　　

国
際
舞
台
で
活
躍
す
る
人
材
の
育

成
に
は
、
感
性
の
瑞
々
し
い
10
代
に
、

異
文
化
や
異
な
る
価
値
観
に
触
れ
る

こ
と
が
肝
心
。
海
外
留
学
・
修
学
旅

行
は
中
学
３
年
生
を
対
象
と
す
る
夏

期
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
短
期
留
学
と
、

５
年
生
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
修
学
旅

行
が
あ
り
、
他
に
も
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
語
学
研
修
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
研

修
、
日
韓
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
多

彩
で
す
。

「
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
の
基
本
と
な
る

英
語
は
、
４
技
能
５
領
域
を
し
っ
か

り
網
羅
。
Ａ
Ｉ
に
よ
る
記
憶
定
着
シ

ス
テ
ム
を
活
用
し
て
お
り
、
中
３
で

英
検
準
２
級
以
上
85
％
を
実
現
。
高

３
で
準
１
級
を
目
指
し
ま
す
。
第
２

外
国
語
と
し
て
中
国
語
、
仏
語
、
韓

国
語
を
用
意
」（
土
屋
）

　

ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
や
英
単
語

コ
ン
テ
ス
ト
も
年
々
活
況
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ

の
オ
ン
ラ
イ
ン
英
会
話
や
留
学
疑
似

体
験
で
、
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
に
自
信
を

も
つ
生
徒
も
多
い
と
い
い
ま
す
。

「
学
力
を
土
台
に
、
探
究
プ
ロ
グ
ラ

ム
や
海
外
研
修
な
ど
多
様
な
経
験
を

積
む
こ
と
で
、
生
徒
た
ち
は
自
ら
の

将
来
を
具
体
的
に
描
け
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
本
校
で
は
学
年
ご
と
に
キ

ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
の
テ
ー
マ
を
示
し
、

進
路
・
進
学
先
、
資
格
、
企
業
・
職

業
な
ど
を
フ
ォ
ー
カ
ス
。
各
界
で
活

躍
す
る
Ｏ
Ｂ・Ｏ
Ｇ
の
講
話
も
励
み

に
な
り
ま
す
ね
」（
稲
村
）

　

明
日
に
向
け
て
、
安
田
学
園
は
確

か
な
歩
み
を
進
め
て
い
る
。

き
め
細
か
な
指
導
で

人
間
力
と
確
か
な
学
力
を

身
に
つ
け
る

選ばれる私学 “本物の先進教育”［首都圏共学実力校編］選ばれる私学 “本物の先進教育”［首都圏共学実力校編］
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　安田学園教育会役員には、安田
財閥の系譜をひく芙蓉グループ数十
社が名を連ねます。みずほファイナ
ンシャルグループ、沖電気、岡谷電
機産業、ヒューリック、帝国繊維、
明治安田生命保険相互会社、損
害保険ジャパン、安田不動産、東
京建物などジャンルも多彩です。
　学園ではこのつながりを生かし、
キャリア教育の支援を乞う企画が進
行中。日本経済を最前線でけん引
するビジネスパーソンのリアルな経験
談は、中学・高校生にとってワクワ
クと胸が躍るドラマでしょう。各社、
女性管理職の登用も進み、女子生
徒にとっては良きロールモデルとなる
はず。新しい試みに、保護者からも
期待が寄せられています。

PICK-UP

安田系の学校法人の
支援で職業教育を

“取りこぼし”を防ぐため、英数は基準点に
満たない生徒は放課後補習でケア

稲村 隆雄
校長

SCHOOL DATA

学
び
力
・
進
学
力
伸
長
シ
ス
テ
ム
で

国
公
立
大
と
難
関
私
大
合
格
を
実
現

進
路
実
現
・
探
究
・
グ
ロ
ー
バ
ル

進
路
実
現
・
探
究
・
グ
ロ
ー
バ
ル

安
田
学
園
中
学
校
・
高
等
学
校

安田学園中学校・高等学校　https://www.yasuda.ed.jp/
〒130-8615　東京都墨田区横網2-2-25　TEL.03-3624-2666

土屋 道明
教頭・広報部長

グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
の

未
来
を
切
り
拓
く

探
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
す

ニューヨーク研修の国連本部訪問。修学旅行、海外留学、語学研修など、異なる文化や価値観に触れる機会が豊富

❶❸

❹❺

❷

❶探究課題のドクターヘリを選んだ生徒の渾身のル
ポ❷中2～高2の希望者で第二外国語講座を実施。
中、韓、仏の言語の講座を用意❸運動会は代々木第
一体育館。チアリーダーは全国レベルの実力派。ちな
みに中学男子バレーは全国優勝をしており文武両道
を実践❹ハチの研究で国際大会の常連となっている
生物クラブ❺安田善次郎をロールモデルとした副読
本「生き方の探究」

全生徒が自律のために学習計画を書き込む「スコラ手帳」


